
上土田鶴免遺跡
場　　　所 ：岡山市北区上土田 ・下土田

調査期間 ：令和 7年 11 月 14 日、 12 月 9日

　上土田鶴免遺跡は、北区上土田・下土田にまたがって存在する古墳時代の遺跡です。平

成４(1992）年に岡山市教育委員会により上水道揚水機 ( ポンプ）場建設に伴う発掘調査

が行われており、古墳時代前期の土坑などが確認されています。

上土田鶴免遺跡の概要
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　今回の調査は、過去に調査を

行った揚水機場の南側から西に

のびる市道上土田 20 号線の拡

幅工事に伴うものです。道路拡

幅工事によって路面が被さり、

道路の下になる部分の調査を実

施しました。

　調査区は道路南側に２箇所

（T１、T2）、道路北側に１箇所

（T3）の計３箇所を設け、いず

れも重機で遺構面付近まで掘り

下げ、トレンチの床面および壁

面の観察・実測と写真撮影を行

いました。

調査の概要

発掘調査の成果

　今回の調査では、現在の水田

層の下に幾層もの水田層を確認

しましたが、過去の揚水機場の

調査で確認したような古墳時代

の遺構や遺物は全く確認できま

せんでした。そのため、下土田

鶴免遺跡の性格や範囲について

は謎が残る結果となりました。
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